
主目的 4 17 1

副目的

款 項 目 大 中

実施計画対象

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

まなび創造館を活用し学習の場を提供することで、市民の知識・教養を深め技能の習得の

一助とする。

内容

（手段）

まなび創造館

事業係

410

平成３１年度以降

男女共同参画

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

男女共同参画意識を高めます

4

平成１２年度以前

教育文化

10

～

17－3

5

○平成26年度実施内容

・講座の開催

　料理講座(３講座）と文化教養講座（３講座)（１講座１回２時間で５回）を託児つきで開催し

た。

・年間講座計画と企画、講師との連絡調整、講座開催に伴う広報活動と事務処理（申込受

付・抽選、　受講者への連絡、名簿作成、受講料受取、名札作成、講座資料の用意、開催日

の使用機器の調整）・受講者の受付を行った。

・同好会化

　全6講座のうち3講座で同好会が結成された。

　　【直接経費の内訳】

　　　講師謝礼（260千円）

　　　食糧費（2千円）
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担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

担当係

講座開催事業

会計区分 事業類型一般会計 実施計画事業以外

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

受益者負担

Ｈ27予算額

（手段）

Ｈ24決算額

301

526

977

1,599 896

101
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1,646
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59.3

852

対前年比
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国・県支出金

1,545

Ｈ25決算額

93.4

財

源

215

0

1,761

189

356

費

用

従事者数

人件費

0.10

　　　食糧費（2千円）

　

◎平成27年度実施内容

・26年度と同様に実施する。

　　【直接経費の内訳】

　　　講師謝礼（295千円）

　　　食糧費（3千円）

　　　著作権使用料（3千円）

　

0.10

262

0.10

一般財源

0

費用合計

526

従事者数 0.50

その他職員

人件費

正職員

要要要要

Ｈ26決算額

189

0.15

0.10

直接経費

905879

526

0.50

162

0.15

有 講座受講料（125,000円　1講座1,000円）

526

1,016

千円 101 120125その他財源 162



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

講座参加率

H25

256

90

30

30

30

事業の

達成状況

男性向けや子育て世代向け、働いている方向けなど対象を絞り、男女共同参画を進

めるための講座を提供した。

全6講座のうち、3講座の受講生はグループ化し、1講座の受講生は既存のグループ

へ加入し、まなび創造館で活動中である。
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成果指標名
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活動指標名
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年年年年

度度度度

のののの

実実実実

事業実施におけ

る課題

対象を絞り、講座を開講しているが、男性や父親と子どもを対象とする場合、受講者

が集まりにくかった。より、受講しやすい講座内容を検討する必要がある。

平平平平

成成成成

２２２２
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年年年年

度度度度
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改改改改

善善善善

内内内内

容容容容

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

一次評価のとおり。

講座開催事業については、25年度に実施した経営分析の結果を基に改善

に取組むこと。

維　持

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

方向性の判定 判　定　理　由

維　持

子育て広場の利用者をリサーチし、子育て世代にも興味を持ち、受講しやすい内容・

形式の講座を取り入れた。

講座の周知方法も市広報やこまなびへの掲載だけでなく、タウン誌への掲載、学校へ

の受講生募集チラシの配布を行う。

また、申込方法において、講座対象者によっては、ＱＲコードを受講生募集チラシに掲

載し、メールでの申し込みを可能にする。

男女共同参画関連施設として男女共同参画社会の実現に向けた啓発や取組み等の

役割を担うことができなくなり、市民にとっても学習の機会・技能習得機会を失うことに

なる。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２７年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

市民に学習の機会・技能習得の機会を提供できており、市民ニーズに十分対応でき

ているため、維持と判断した。

判定理由

平平平平

成成成成

２２２２

８８８８

年年年年

度度度度

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

２８年度以降

の改善案

引き続き、男女共同参画を進めるための講座を託児付きで提供する。

また、受講者の年齢を段階的に絞り、その年齢に見合った内容の講座を提供する。

併せて、現在講座改革PTで検討中の内容を取り入れて改善しながら、取り組む。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

に取組むこと。


